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〔
省

令
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
法
務
一
六
）

〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
財
務
一
〇
）

〇
電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
経
済
産
業
二
一
）

〇
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の

構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
及
び

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
国
土
交
通
一
二
）

〇
防
衛
省
関
係
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
防
衛
三
）

〔
告

示
〕

〇
電
気
通
信
事
業
法
第
十
二
条
の
二
第
四
項

第
二
号
ロ
の
電
気
通
信
設
備
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
総
務
一
二
三
）

〇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
第
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
定
め
る
金

額
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
二
四
）

〇
健
康
保
険
印
紙
の
形
式
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
財
務
七
七
）

〇
令
和
三
年
度
分
の
予
算
に
つ
い
て
、
財
政

法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
支
出
負
担
行
為
の
実
施
計
画
に
つ

き
財
務
大
臣
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
を
定
め
る
件
（
同
七
八
）

〇
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
六

第
三
項
第
三
十
三
号
、
厚
生
年
金
保
険
法

施
行
規
則
第
九
条
の
五
第
三
項
第
三
十
三

号
及
び
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
七
十
七

条
の
六
第
三
十
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
課
程
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
厚
生
労
働
一
一
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁基

本
測
量
関
係
事
項
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

令
和
三
年
度
高
圧
ガ
ス
保
安
法
及
び
液
化

石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
講
習
及
び

技
術
検
定
等
の
実
施
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

無
縁
墳
墓
等
改
葬
、
解
散
命
令
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
法
務
省
令
第
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
の
二
第
三
項
、
第
十
九
条
の
十
八

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
の
二
十
七
第
一
項
、
第
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
三
十
第
二
項
並
び

に
第
六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子





出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

在
留
資
格

在

留

期

間

在
留
資
格

在

留

期

間

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

留
学

四
年
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
指

定
す
る
期
間

留
学

四
年
三
月
、
四
年
、
三
年
三
月
、
三
年
、
二
年
三
月
、
二
年
、
一
年
三
月
、

一
年
、
六
月
又
は
三
月

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

家
族
滞
在

五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
指
定
す

る
期
間

家
族
滞
在

五
年
、
四
年
三
月
、
四
年
、
三
年
三
月
、
三
年
、
二
年
三
月
、
二
年
、
一
年

三
月
、
一
年
、
六
月
又
は
三
月

特
定
活
動

一

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
告
示
で
定
め
る
活
動
を
指
定
さ
れ
る
者（
本

邦
に
在
留
す
る
外
国
人
の
扶
養
を
受
け
る
日
常
的
な
活
動
を
特
に
指
定
さ

れ
る
者
そ
の
他
当
該
外
国
人
に
随
伴
す
る
者
で
あ
つ
て
法
務
大
臣
が
別
に

期
間
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、

五
年
、
三
年
、
一
年
、
六
月
又
は
三
月

特
定
活
動

一

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
告
示
で
定
め
る
活
動
を
指
定
さ
れ
る
者
に

あ
つ
て
は
、
五
年
、
三
年
、
一
年
、
六
月
又
は
三
月

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

三

一
及
び
二
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
五
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
指
定
す
る
期
間

三

一
及
び
二
に
掲
げ
る
活
動
以
外
の
活
動
を
指
定
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
、

五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
指
定

す
る
期
間

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

第
二
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
加

え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

第
六
十
一
条
の
三

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
及
び
こ
の
省
令
に
基
づ
く
申
請
等

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条

第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
他
の
法
令
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
三

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
及
び
こ
の
省
令
に
基
づ
く
申
請
等

（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条

第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
他
の
法
令
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈
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一
の
二

法
第
十
九
条
の
十
八
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

一
の
三

法
第
十
九
条
の
二
十
七
第
一
項
、
法
第
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
三
十
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
届
出

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
二
〜
八

略
﹈

﹇
二
〜
八

同
上
﹈

八
の
二

第
十
九
条
の
二
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
九
〜
十
四

略
﹈

﹇
九
〜
十
四

同
上
﹈

２

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
の
二
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四

号
に
掲
げ
る
申
請
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
事
項
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
申

請
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
及

び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
一
号
の
三
ま
で
、
第
四
号
又
は
第
八
号
の
二
に
掲
げ
る
申
請
等
を
行
お
う
と
す
る
も

の

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
国
籍
・
地
域
（
機
関
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
所
在
地
）

一

前
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
申
請
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
国

籍
・
地
域
（
機
関
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
所
在
地
）

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

﹇
３

略
﹈

﹇
３

同
上
﹈

４

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲

げ
る
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

４

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
申
請
書
の
提
出
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
前
項
若
し
く
は
次
号
に
掲
げ
る
機
関
か
ら
依
頼
を
受
け
た
弁
護
士
若
し
く
は
行
政
書
士
で
所
属
す
る
弁

護
士
会
若
し
く
は
行
政
書
士
会
を
経
由
し
て
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
届
け

出
た
も
の
又
は
同
項
若
し
く
は
同
号
に
掲
げ
る
機
関
か
ら
依
頼
を
受
け
た
公
益
法
人
の
職
員
若
し
く
は
登
録

支
援
機
関
の
職
員
で
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
外
国
人

の
う
ち
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
相
当
と
認
め
る
も
の
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
の
依
頼
に
よ
り
当
該
外

国
人
に
代
わ
つ
て
す
る
も
の
。

一

第
一
項
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
前
項
若
し
く
は
次
号
に
掲

げ
る
機
関
か
ら
依
頼
を
受
け
た
弁
護
士
若
し
く
は
行
政
書
士
で
所
属
す
る
弁
護
士
会
若
し
く
は
行
政
書
士
会

を
経
由
し
て
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
届
け
出
た
も
の
又
は
同
項
若
し
く
は

同
号
に
掲
げ
る
機
関
か
ら
依
頼
を
受
け
た
公
益
法
人
の
職
員
若
し
く
は
登
録
支
援
機
関
の
職
員
で
地
方
出
入

国
在
留
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
外
国
人
の
う
ち
地
方
出
入
国
在
留
管
理

局
長
が
相
当
と
認
め
る
も
の
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
の
依
頼
に
よ
り
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
す
る
も
の
。

﹇
イ
〜
ハ

略
﹈

﹇
イ
〜
ハ

同
上
﹈

二

第
一
項
第
七
号
、
第
八
号
又
は
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
受

入
れ
機
関
等
（
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
（
技
能
実
習
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
団
体
監
理
型
実
習
実

施
者
を
い
う
。）を
除
く
。）の
職
員
で
あ
つ
て
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
外
国
人
の
う
ち
地
方
出
入
国

在
留
管
理
局
長
が
相
当
と
認
め
る
も
の
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
の
依
頼
に
よ
り
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
す

る
も
の
。

二

第
一
項
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
受
入
れ
機
関
等
（
団
体
監

理
型
実
習
実
施
者
（
技
能
実
習
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
を
い
う
。）を
除

く
。）の
職
員
で
あ
つ
て
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
外
国
人
の
う
ち
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
相

当
と
認
め
る
も
の
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
の
依
頼
に
よ
り
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
す
る
も
の
。

﹇
５
〜
７

略
﹈

﹇
５
〜
７

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報


